
高病原性鳥インフルエンザ対策を！ 
引き続き、厳重な警戒をお願いします！！ 

鹿児島県霧島市で国内２１例目の 

高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 1月７日   No.51 
庄 内 家 畜 保 健 衛 生 所 
庄内地区家畜畜産物衛生指導協会 
ＴＥＬ ０２３５（６８）２１５１ 

ＦＡＸ ０２３５（６６）２４６６ 

１）飼養衛生管理区域に出入りする人、車両等の防疫対策の徹底 

２）野鳥、野生動物等の侵入防止対策 

３）農場の周辺環境におけるウイルスリスクの低減 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 
庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１ 

（夜間・休日は携帯に転送されます） 

 消毒も継続！！ 

ウイルスの侵入を防ぐために以下の項目を徹底してください。 

 

 

今シーズン、年末から年始にかけて、茨城県、愛知県、岩手県と全国的に発生

が続いています。過去の発生状況（下図）から、12、1 月は特に発生が多く、  

1 月までは重点対策期間としています。また、東北では、渡り鳥の飛来が概ね終

了する春先までは、厳重な警戒が必要です。 

家禽の H5亜型 AIV による月別 HPAI発生状況（2004～2024 集計）  

【農林水産省HP 令和 6年度鳥インフルエンザ防疫対策緊急全国会議（R6.11.21）資料より抜粋】 

【発生概要】 

発生農場：鹿児島県霧島市 肉用鶏  約１２万羽飼養 

・１月６日、死亡羽数が増加している旨の通報を受け、立入検査を 

実施し、簡易検査で陽性を確認。 

・１月７日、遺伝子検査を実施し、疑似患畜を確認。 


